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ＪＲ九州連合「第２９回定期大会」 

ＪＲ九州グループ労働組合連合会（ＪＲ

九州連合）は、１１月１６日、福岡市で第

２９回定期大会を開催した。大会では、未

だに多くのグループ会社で労働組合・労使

関係が存在していない現状を踏まえ、「すべ

てのグループ会社における労働組合の結

成」を最重要課題に位置づけ、時間軸を意

識した諸行動を展開していくことなどを確

認した。 

中原博徳会長（ＪＲ連合副会長・ＪＲ九州労組中央執行委員長）は冒頭の挨拶で、昨年

実施した大阪北部地震・平成３０年７月豪雨災害被災者救援カンパへの協力に謝辞を述

べた上で、自然災害への備えとして交運共済への加入が不可欠との認識を改めて示し、

各単組における加入促進の取り組み強化を要請した。そして、ＪＲ九州連合の課題とし

て、「安全確立」「組織強化・拡大」「労働条件改善」の３点を挙げ、それぞれの課題に対

する所信を述べた。 

また、ＪＲ連合から出席した荻山市朗会長は、産別・労働組合の役割やＪＲ産業で働

く仲間の総結集の必要性などを語った上で、ＪＲ九州連合に対して、ＪＲ九州グループ

で働く仲間の総結集にむけた具体的な行動を要請した。 

議事では、幹事会から２０１９年度活動方針として、①安全確立、②ＪＲ九州グルー

プ労働者の総結集、③働きがいあるＪＲ九州グループの構築、④連帯活動、⑤政治活動、

⑥財政の確立と福利厚生の充実などの提案があり、満場一致で採択された。その後、新

役員や大会宣言が採択され、中原会長の団結ガンバローで閉会した。 

また、大会前段では、「中期労働政策ビジョン（2019～2023）」に関する学習会を行い、

同ビジョンで設定した「あるべき姿」や「中期目標」について、出席者全員で理解を深め

るとともに、２０２０春季生活闘争の取り組みに活かしていくことなどを確認した。 

 


